
国語と沖縄語との関係
（主として動詞・形容詞について）

大 津 不 二 也

1）日野関係

 琉球は，中山国あるいは沖縄国と言われた。天孫氏が支配し，都を中山 （首里）

に置いていた。後に，源為朝（薩摩半島の豪族阿多氏と婚を結んで南洋諸島と交渉が

あったらしい。）がやって来，その子尊敦が入望を得た。天孫氏二十五世の代に叛臣

に滅されると，尊敦が王となった。 （この事を信ずるとすれば，為朝が伊豆に流され

たのは1156年であるから，12世紀末から13世紀の初め頃と考えられる。）しかし，四

代を経て，天孫氏が再び王位を奪った。これも，三代武寧王の時に国が乱れて危かっ

たが，尚寧王（1609年～）に至ったと言われている。

 これに対して，沖縄出身で沖縄の研究家の伊波普猷氏は，次のように説明しておら

れる。

 「おもろさうし」の巻十「ありきゑと（旅歌）の双紙」の二章の「昔初め」の歌

に，「最初に日の神あり，日の神遙かに海原を見はるかすに島のやうなるもの有りげ

                       つく
れば，アマミキョ（異名シネリキョ）を召して，島を造れとのり給ひき，アマミキョ

      も
詔のまにまに降りて，数知れぬ島々を造りしが，日の神もどかしく思ほして，成るを

       の
告ぐるや，更に躍りして，其処にはアマミャ（異名シネリャ）の民を生まで，異なる

      の
民を生め，と宣り給ひき。」と。

                            あまみ
 又，民間伝承によると，南島人の共通の神祖はアマミキ・で，奄美大島の東北隅の

    あも
海見嶽に天降りして，後に南方へ行った。 （氏は，嶽名・神事・その他の関係語から

南方へ行ったことを証明しておられる。）。

 これらに基付いて，日本民族移住時代（紀元前三千年乃至五千年と推定）に，九州

     あまべ
のアマベ（海部，筑前・豊後から隠岐に亘り，あるいは長門・丹後を経て，伊勢・尾

張，さては信濃まで及んでいたと言われている。）と言う氏族が，七島から口之永良

部に至る七十里の海上を越えて，島伝いに南島へ移住した。そして，かれらは，氏族
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制度の組織のもとに生活していた。

 天孫氏（アマミキョの語源が分からなくなった頃，この漢字が当てられた。）が，

沖縄島に天降りと同時に王朝を建設して，二十五代も続いたとしているが，歴代の王

          しる
名も，その間の史実も記されないで，王朝を建てた為朝の子と称する寒天（尊敦とも

言う。）のことから書き立てているのは，その社会的分化が外来者の結果で，征服者

は尊族となり，被征服者は庶民又は奴隷となったことを物語るものである。週報の琉

球落ちの当否はともかく，「おもろ」の中に身に甲冑を付けた日本勢の運天港に上陸

した事を歌ったもの，14世紀の僧袋中の「琉球神道記」の異国人の琉球支配の伝説，

幣原博士の「南島沿革史論」の「平家が滅亡した時，その落武者が竹島・硫黄島・黒

島・口之永生部・口之島・中之島・臥早島・平島・宝島・大島・石垣島・与那国島等

に入ってその痕跡をとどめている。」ことなどから，院政時代（1，100～1，200）以後

日本の勢力が南島にはいり，同一の社会現象が殆どあらゆる島々に起こったと見なけ

ればなるまい。そして，14世紀の半ば頃には，既に「うらおそひ（三富の義）」，「

しまじり（島治の義）」，「いまきじり（新来者統治の義）」の3個日政治的中心が

対立して，殆ど1世紀聞も粉争を続けたと。

             （伊波普猷氏「琉球語と其の背景，」昭14年「国文学解釈と鑑賞」7月号特輯号P．122～127参照）

 「琉球伝記」によると，1精の。痛が「流虫L」と翔けたと力痂球は莞ん（1281年目）

に服したとか，為朝が流れに従って求めて至ったから琉球と言うようになったとか言

うが，唐の「柳宗元文集」に「琉球」とあるから，それは誤っているとか。

 これらの記述から，琉球がシナと関係を結んでいた事が推測される。

 いっぽう，14世紀末，琉球は，足利義教が，その弟義照を殺した事の賞として，第

9代島津忠国に与えたとなっている。                 1

 これをも考え合わせると，13・4世紀から琉球はシナと関係を結び，又，14世紀末

頃から日本とも関係を結んでいたことが考えられる。又，1394年頃「李朝実録」，1445

年の「竜飛御天歌」，16世紀初めの沖縄語の口語の見本である「海東諸国紀」付録「
  ほん         くまそ

語音翻繹」，古くは熊襲がチョウセンと連絡して反服常でなかった事など，考え合わ

せてみると，琉球とチョウセンとの関係も，もっと古くからあった事も推測されると

思う。

 前述のように，14世紀末頃は，島津氏と外交関係ができたが，i6世紀初め第II代島
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国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

津忠昌は琉球が朝貢を怠ったために怒ったので再び朝貢するようになったと記されて

いる。又，第13代島津忠隆は，1564年琉球を討とうとして薩摩のボウノツ（坊之津）

                                わこう
に来た備中ノ国蓮島の王の船を焼き払った。当時，ボウノツはワコウ（倭冠）の根拠

                          なか
地であり，又，日本の三大港のひとつであり，又，15世紀半ば第11代島津忠昌が桂庵

禅師を招き，宋学の普及に務め，シナ文化の輸入をはかって以来この港にその門下生

が多く集まり，又，シナ人の帰化があった。これらの事から，中継点となっていた琉

球は，シナとの関係が，ますます密になったと考えられる。

 島津氏は更にその主導権を取るためであろう，第18代島津家久は，琉球尚寧王（琉

球王国の最後の王）が朝貢を怠ったとして，1609年琉球を征伐した。その結果，琉球

は，徳川秀忠から島津家久に与えられ，琉球は，薩摩藩と又徳川幕府と外交関係を結

ぶに至った。など。

 その後については，「鹿児島県郷土史」第1巻，第2巻によることにする。

 第18代島津家久の時代，1640年には南蛮人が琉球にやって来た，1644年までは，「

明」との関係も続いたが，その後，琉球は島津氏・徳川幕府と密接な外交関係を保っ

た。一3代将軍：家光の世嗣誕生の慶賀使，1710年徳川家宣継位の賀使，1710年島津

吉貴の琉球磯鯉の救済，徳川家継継位の賀使，1718年徳川吉宗継位の賀使，1728年中

山三王の薩摩への王子派遣，1747年徳川家重継位の賀使，など。 （賀使は，薩摩の島

津氏と共に都へのぼった。）。

 このようにして，薩摩と琉球との関係は密接になり，島津氏は琉球を申にして，シ

ナとの密貿易をなし，巨利を得て繁栄した。

 又，言語学的には，次のように考えられる。

 伊波普猷氏は，国語（日本語）と沖縄語（琉球語）との共通祖語時代の残存したも

のとして，次のような用例を挙げておられる。

 「ピサラ（＝平良） むな 親みそね おごない・…・・。」 （470年位前の宮古島の
           皆  政庁 に一一雍弓一-
 「史詩」）

 「隣 むな ヤサト（＝八里） むな おごなあり……。」 （近代の民謡）

 「うこなはれる 神主・祝部等……。」 （宣命・祝詞）

 「おもろ」に20近く出て来る助詞「い」 （主格以外にも用いられ，口語でも疑問の

                 しひ   まほ   しひがたり の
終助詞に用いられる。）は，万葉の「主宰伊は奏せ，強語と巡る……。」宣命の「
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こ          ほま

此を持つ伊は躍れを致し・一・」の「伊」と同じである。

 奈良時代の使役の助動詞「しむ」 （下二段→下一段→「ら」行四段・：shimera，

shimeri， shimeyun， shimeyuru， shimere， shimere；動詞の未然形に続く。ただ

し「さ」行四段の動詞には語尾「さ」をとった語幹に続く。）が，まだ使用されてい

る。 （平安時代の国語では極めて稀で，「す」，「さす」が有力である。）。

 shi皿eyunが南島のどの孤島でも使用されている限り，申古以来時を置いて渡来

した東北よりの侵入者，もしくは漂流者の群れによって輸入された「しむ」の変化し

たものとは思われない。

 これらは，奈良時代以前の状態を暗示・推測させるもので，量り知れない遠い時代

北方の同胞と翁かれて南下した時に，持って来られたことは，疑う余地がない。

 その他，申古以来の民族移動の結果，古語の世界である九州地方から輸入された古

代語，近世になって輸入された国語もあろうが，これらは，日・琉共通語時代の古代

語より少ないようだと。 （伊波普猷氏の前掲書P．123～125参照）

2）琉球と薩摩との関係

 「混効験集」 （1711年）に収録された語いに，伊波普猷氏「琉球の方言」から補っ

て，沖縄語470余語について検討してみると，その約13％程度が特有のものであり，

薩摩方言の影響によると考えられる語が約11％程度で，残りの約76％程度は，国語の

古い語又は同系のものであることは，その音韻対応の上から明かである。

 14世紀末からの島津氏との政治的関係もあろうが，地理的関係もあって，薩摩方言

との関係は，大きいと考えられる。

例えば，

   首里語      薩摩方言（口語）  t

 へた（海の端，海岸）         unbata！bata（＜＊hata）
                             はし
 まゑなご（女の敬語）          onagO

 あさって（明後：日）         asatte

 こねや（この間）           koneda

 をってい（一昨日）           otote

4



国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

ゆふべ（夕方）

くぶ（蜘蛛）

こてい（特牛）

たもの（たきもの，たきぎ）

みそかけ（衣架，着物かけ）

みおきれとり（お火取り）

くさきな（木の新芽の一種）

ねこがくねぶ（黄榿）

たうきみ（唐黍）

おとろしや（恐ろしさ）

あがふれ（お食べなさい）

おかばしゃ（香りが高いこと）

なから（半分）

ゆこふ（休む）

ほんの（真の，本当の）

せど（波の打ち合う所）

をなれかなれ（とにかく）

よける（ものを過ぎる）

根をこし（草：木の根を引き倒すこと）

へんご（塗炭に染められてよごれていること）

じゅつなへ（さし追って窮追すること）

どんまぐい（あわてること）

ひにやたばこ（日光浴）

ちよかけ（ひと切れ）

つむきる（摘み切る）

つらづき（頬杖）

はまる（入り込む）

すもる（くすぶる）

みんぢゃい（耳垂れ，耳下腺炎など）
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yobe．yonbe（昨夜）

kots

kotte， kotte ushi

tatsmon

ishokake

okiitoi

kusatsna

kunets（蜜柑の一種）

tokits（唐黍，とうもろこし）

otproshika

agare

kabashika， kabashi

nakara

yoku

honnokots

seto（狭い谷閻）

donai konai

yokuts（避けて通る）

neokoshi

heguro（煤煙）  ' 1

jutsne（ずるくて手の施しようの
    ないこと）

donmagui

hinatabokko

hitokake

tsnki

tsura（顔）

hamai（おち込む，おちいる）

SUMOI

mindare



ゆいまわる（労働を交換する）

なへ（地震）

いいこ，いこ（ふけ）

なへる（手足が動かなくなる）

へっつい（自在鉤）

まい（便器）

ふがしゅん（穴を開ける）

i／ 4．modoshi

nae

iko （粉， ふけ）

nayui

hetsi， jijekats

mai

hogaSU，など

 「琉球語便覧（AHand-book of the：Luchuan：Language．1916年）」には，

805語程度が収録さオ1ているが，沖縄語特有の語が約3分の1程度で，残りの3分の

2は，国語の語いと同系のものである。

 この中で約62語程度が薩摩方言と同系のもののように考えら言1る。

 「混効験集」 （1711年）のものと重複するのを除いて，薩摩方言と同系と考えられ

るものを挙げてみると，

  首里語

nagashi（梅雨）

kannayi（雷）

nuharu （野）

gama（洞）

afuku（泡）

nukusa（暖かさ）

f6（南）

wi（甥）

dushi（友達）

nusudu

shichinju（便所）

hagama （釜）

s6ki（竹の器，ぎる）

tagu（手桶）

mishige（杓子）

薩摩方言（口語）

nagashi

kannare

hai

gama

abuts

nukuka（温かい）

hae

ue

doshi

nusuto

shecchin

hagama

shoke

tago

meshige
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國語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

gumiuchi（塵払い）．

f2fuchi（火吹き）

yuruyi （炉）

chOka（土びん）

chihish6（きゅうす）

miz6ki（竹器の一種）

banj6gani（曲尺）

wata（腹）

ranchu（金魚）

tammiya（タニシ）

gani（カニ）

atabicha （gtiE）

tδmami（ソラ豆）

ind6mami（エンドウ）

tachiwach至． iナタ豆）

rakujishδ（落花生）

96ya（苦爪）

go，nu・ts・

hifuts・

yurui

choka

1〈ibisho

mijoke， mejoke

banjogane

wata（動物の臓脈D

dancho

tabina

gane

donko bits（ひ・きがえる）

tomame

endomame

tatswake

dakkisho

nlgagol

         など。

3）沖縄語の活用

 沖縄語の'動詞活用は，ただひとつの形式しかない。・例えば，「書く」に当る語の活

用は，未然形 kaka，連用形kachi，終止形kachun，連体形kachuru，命令形

kaki又は kak色となる。又，「取る」に当る語の活用は，未然形tura連用形

tuyi，終止形tuyunr連体形tuyuru命令形turi，又はtur6となる。

 以上の例でも知られるように，沖縄語の活用は，語尾変化と共に音韻変化をなす場

合が多い。国語の「か」行音は，しだいに口蓋化して「ちゃ」行音に変化しつつあ

る。例えば，kikyun（「聞く」）＞chibun． chiyun（「着る」）などのように。

      （AHand-book of the Luchuan language，1916 P．5参照）
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語

A．「動作」・「存在」を表わす語     （＊は仮定形を示す。 （）は，逐語訳

D 「する」に当る語の用例

   Machiga ya san hazi debiru．

   （間違い  は しない' 筈． で侍る。）

   shabitan， sh6 （〈＊shi ＊ya） ， shuru uchi

   （し侍った→しました） するや         する   内

   sat6 shuru bashu

   （砂糖を  する   頃→製糖する頃）

2）「言う」に当る語の用例

   y＞tlgn-an t 〉！4tabi ga， ， ． y-chan ． ，
   （言わない）（言い侍る‘が→言いますが）1信魔）』

   nfi ndi yyuru mura， yyu tt'ukuru

   （なん と   言う   村） （言う ．．所）'          ：、1．］'、

                     註・1鍋」の黙書巖醤。それぞれCya」．

3）「来る」に当る語の用例

   kfin na． chfiru gutu sshi：…'・・ ' 一 '
   （来る な。） （来る '． 如    し ……。）

   kfi

   モ氣、）

4）「行く」に当る語の用例        ．   ・ ．     』「

   ikans6・・'… ． ika， ichabira ， ichumi

   （行かない事は…。．） （行こう．） （行き 侍らむ）． （行くか）

   ichuni r ichu s6'一rt・'． ，

   （行く か） （行く 事は……。）

5）「見る」に当う語の用例．

   nda i． miran kutu・・'…． nichi ． nabira

   （亮よう）＝（見ない 事：＿．） ．（見て） （見ましよう）

   miy'u'tu Yama ・ '  '1 一 ' @，，
   （見える    山）

 6） 「お．る」に当る語の用例
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なお，沖縄語の形容詞活用も，「Nsa」・あるいは「～sha」の語尾を持つ1．名詞形を

幹として，動詞の活用と同じ活用に．統・rされつつある。   ．、．・ 、t．∴．-：∴・∫ば：



国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

  wurami wurani wuyi du．'shabirg．．，ii '．'．”r， '．．”．'． ．．'．一・．，1

  （わらない）  （おらない）  （わり   ぞ、．t／し侍る一一・わります）．

 'wuyabln！ Chu nu wu ga ya． L・i ＝：'；'1一 ］

  （おり侍る）     （人   の  おる   か 。 ）．

7） 「ある」に当る語の用例

器細為（arankutu・・''”o（あらぬこと→ない｛蓄馨：：：：：：）

  ayabt kutu・…一・． Hanashi nu an．

（あ聯こと墾す騰lil）  のある。）

以上のような用例に基付いて，「動作・存在」を表わす語の活用は，次のようにな

る。

）
）
）
）
）
）
）

1
2
3
4
，
5
6
7

未然形

sa

yya

k魚

i， ik
X・ ・

｛盤a

wura

ara

'連用形

 shi

 yy量

chi'

 ichi

艀．

”WUYI

 an

終止形

shun

yyun

chan

ichun

mlyun

Wun

an

連体形

shuru

yyuru

churu

ichuru

lnlyuru

wuru

aru

＊は，今日の変化になる以前の原形を仮定したもの。

命令形

 sshi （〈'sure）

 yyi （〈'yY' ure）

 kfi

 i，chi （〈＊ike）

 ndi・ （〈＊mire'）

 wuri‘ （〈“wute＞

 ati （〈＊are）

3）の活用以外は，．活用語尾

は，未然形「～a」漣用形「～i」，終止形「～n」，連体形「～ru」，命令形「・・L・i」で

終っている。命令形～6の形は挙げな：かっだが，口語では用例も余り見ないし．，こ

れは命令形「～i」で終る形に助詞「ya」が付いて縮約されて「～6」となったこと

が知られる。

 以上のように，3）以外は，7）の「an」型活用に統一されている。．

B．「非存在」を表わす讃

  Na nukut6ru Yuchin n6ran hazi debiru

C  雪もない∵勤
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 Cha-ya makutuni kumun 血n kutuノ……・
 （今  夜 は  まことに   雲 も    な い   から  ……。）

 今晩は，ほんとに晴れましたから……。

 Sh6gaku-tukufun nu r2fich6 n．gt ga ayabira．

 （小学 読本 の 字引は ない が あり侍ろう。）

 小学読本の字引は無いものでごぎいますか。

 Kadi n6ran n at6n．

  （かんで  なく  なっておる。）

 食べてなくなった。

 Mad6 n6ran．
  （間    ない。）

  ひまが無い。

  Fint6 ya n6 yabiran．

  （返答  は  ない 侍らぬ。）

  返答がありません。

  Yuj6 nan．
  （用事は  ない。）

  役に立たない。

 以上の用例で，未然形「nera」，終止形「nen」の活用形があって，いずれも「無

い」と言う意味を表わしていることが知られる。終止形「nen」は国語の口語「ない

（nai）（＜文語「なし（nashi）」）と同系であり，国語でも，沖縄語でも，重母

音を避けて長母音化する傾向があるから，「㌔ai」→「㌔6」となり，それに沖縄語

の終止形の語尾「n（〈＊m）」を付けたものと考えられる。しかし， 「n6ran」の

「nlは，未然形をうけるところがら，打消の助動詞「ぬ」と同系と考えられる。

 例えば，

  Ikan sδmashi．〔「ika」は，「ichun」（行く）」の未然形〕

  （行かない事が いし㌔）

  Chan naran．  〔「nara」は，「nayun（なる）」の未然形〕

  （どうも なら ない。）

  仕様が 無い。

 以上の用例の「n」は，打消の助動詞である。

そうすると，「nr6an」の「n」も打消の助動詞と考えられ，「n6．ran」は二重打消で

肯定のように思うが，そうではない。これは， 「非存在」を表わす語「nen」を

「an」型活用に統一しようとした所かう来ているのであって 「nerq］を「非存在」
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国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

を表わす語の未然形と考え，「n6ra」と言う未然形に打消の助動詞「n」を付けて；

「nen」 （終止形）と同じ意味に用いている。

 A・Bの「語の活用」で，仮定形（文語の巳然形）を挙げなかったが，口語では仮

定や条件を示す場合には，他の表現を取るので，掲げなかった。

C 性質・状態を表わす語

1） 「よい」を意味する語の用例

  ．；z3t11agpgtasha-rLa-  hazi dGbiru．

  （よいだろ   筈   で侍る。）

  yut'asha  yabin     ／       yutashiku  ga ayabitara……．

  （ よ き   侍る 一一〉ようございます。）    （ よ く    ありましたら  ……。）

  ．z．g11ta．sha bi kutu・… 一・．

  （ ま さ   侍る事……。 一〉 ようございますゆえ……“）

  yutashayi dun sa・・・… ．

  （よ く  でも せや……。）

  yutashan

  （よ い ）

 ．一＞ltg1iasgitasha-r．u gut6 a yabi si ga ny・・… ．

  （ よ い   ごと   あり侍る   が ……D）

 以上の用例から，次のように活用すると考えられる。

 yutashara／yutashayi／yutashan， y utasharu！ （yutashari）  （yutasha，ri）

 口語では，仮定形・命令形の用例はあまり見ないし，又，他の語法を用いるので，

未然形・連用形・終止形の四活用形を挙げるのが適当であろう。又，連用形には

「～shiku」の形も残存している。

 その外に，Ff yfi atayabin．yi shinaの「yfi」ノ「yi」の語があるが，国語の「

      （口 よくあたり侍ろ。）  （よい 品）

いい（ii）」と同系の語の連用形・連体形であると考えられる。

2） 「わるい」を意味する語の用例

  wassara hazi

  （ 悪 い  でしょう。）

  Ziru yatin／wassai bin．

  （どれ であっても  悪 い  です。）

 以上の用例のように
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 ．WaSSara， WaSSai， WaSSan！waSSaru，．（waSSari）ノ （WaSSari）．

3） 「早い」を意味する語の用例

   一fasa

   （早さ）

   f6ku mutasa na nayabiran．

   （早 く  送 ら   にや  なりません。）

   fasai bin

   （お早よう ごぎいます。）

  以上の用例のように，

 f6sara． fesai！f6san／fesaruノ （fδsari）！ （f6sari），なお，外，「feku」の残存

                                  '
  もある。

4） 「面白い」を意味する語の用例

   Wwirukisha ga ayabitara・・・…．

   （面 白  う こぎいましたら……。♪

   Wwirukisaru hanashi

   （面白い  話し）

   umusara hazi dabiru．

   （面 白 ． う ごぎいましよう。）

   umusara yabita sa．

   （面白 うごぎいましたね。）

   umushiruk6 n6yabitan tan．
   （umushituku十 ya）

   （面白く はこぎいませんでした。）

   umushiri' kutu

   （面白い こと）

   'umwssa yabita sa．

   （面白 うごぎいましたね。）

     以上の用例から，

 wwirukishara， wwirukishayit wwirukishan， wwirukisaru， （wwirukishari） ，

   （wwirukishari）

   又，

   umusarar umusarir umusan， umusaru． （umuslari） r （umusari）

           （Umussari）

  なお，umushiruku（連用形），umushiri（←＊umushirui連体形）の残存があ
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国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

  る。

 以上のように，国語の形容詞に当る語は動詞「an（ある）」型活用に統一される

傾向がある。

  しかし，前述の語の語幹は名詞であって，この名詞も盛んに用いられる。例えば，

Wa nna yasha nu・・・…． nfsha nu kamaran．
       （ひもじさの…→ おなかがすいて……。）   （まずさ  の  食べられない。）

g1tpts＠sisa yabin umussa ya bita sa．
 （暑さ 侍る →暑うa“ざいます）   （面白さ 侍った   よ→面白うC“＊'いました。）

ptfisha yabi si ga・・・… ． ！1／llruL．asha yabi sS ya．

（大きさ侍る i義1二：111） （みC“とさ 侍る よ→み・と・・ぎ・・す・・）

などのように，名詞が用いられている。

 又，国語の形容詞の連用形・終止形と同系と考えられるものも，なお用いられてい

る。

例えば，

   uf6ku ch6yami

   （多 く  参っておりますか）

   ikiraku nat6yabi kutu・一・… ．

   （少なく   なりました   から……。）

   sidaku nata wuyabiran ka ya．
   （凛しく  なっては   おりません  か。）

   Shinuji yasiku nat6yabfn．

   （しのぎ    やすく    なりました。）

   fiku nat6 yabi siga，・・・… ．

   （寒く  なって  '参りましたが……。）

   Yuru nu duttu nagaku nata kutur・・・… ．

   （夜のよほど長i．くなりましだから……。）

   arigat6 kutu ／ umushiri kutu

   （有難い こと）   （面白い 事）

   mizirashi ki ， yi shina
   （珍らしい   木）     （よい  品）

   nadake hana

   （名高い    花）

   mutsikashi mun

   （利口な  者）
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  chirina mizi

  （きれいな    水）

  shizikana muyo    など。
  （静 か な   様 子）

 又，次の用例は，形容詞の活用が「an」型⊂「～ra」 「～ri」 「～n」 「～ru」

（「～ri」） （「～ri」）〕活用へ統一された過程を考えるに，有力な資料と考えら

れる。

  ・一'・・'・”ufusaga ara． shiriyabiran．

  （…………多さ が  あるだろうか知り侍らぬ→多いかも知れない）

  Urin yutasha ara fazi yayabi si gai…t一…一．

  （それも  よ き   あろう  筈  あり侍る   が……。→それもよくありましようが・・…。）

  Kun u shike ya shikka kuni ga ay abira i mata 1itlgsgrasa ga ayablra．

  （この 世界は 方 形  で侍ろうか，また 平坦 で侍ろうか。）

 16，17世紀前後の琉球語（＝沖縄語）の言語状態を反映していると考えられる「お

もろさうし（神歌集）」には，「～sa」あるいは「～sha」で終る名詞形が有力であ

るが，次の用例は，「an」型活用への統一の過程を考える有力な資料と考えられる。

 「おかわりぎや おもろ」一

  くちまさしやあもの
  （言葉のすぐれていることあるもの）

  ともSと おがで

  かゴ すらに （巻5の42）

  ぢやなもひが ちやなうへばる のぼて

  けやげたる つよは，

        （露）

  つよからど かばしや ある  （巻14の1）

        （かぐわしさ ある）

  ぢやなもひや たがなちゃる くわか，

  こが きよらさ こが みぼしや あよるな， ……（巻14の1）
     （美しさ）       （見たさ）

 以上の用例によっても知られるように，古くな名詞形（「一sallあるいは「一

sha」）に「an（ある）」が付いた連語があった事が知られる。沖縄語では，連用形

や連体形が他の語に接続する時は，活用語尾が省略されるのが普通である。これに基
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国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

付いて，口語の活用は，「一sa」あるいは「一一一 sha」の名詞を語幹として，「ar1」

型活用をせしめるようになったと考えられる。

 このような「an」型活用に統一される傾向は，いつごろから起こったかを考える

ために，性質・状態を表わす語の姿を「おもろさうし」に求めよう。

 16“■'紀あるいはその以前の首里語（琉球語）を反映している第1巻では，

  あけの よろい（巻1の5）
  （赤けの）  （鎧）

 「けおのよか蚤ひに」 （巻1の19）

  〈今Hのよい巳に）

 「あはれ，かなしきみはゑ」 （巻1の35）

 「あまのそこらしや」 （巻1の38）

  （天  の  うれしさ）

 「あまのまうれしや」巻（1の38）

  （天  の  うれしさ）

 「ゆきあかりが，おもいぐわ，

  あがるおりかさが，

  もちなちやる いけいけしや」 （巻1の41）

 「あけの（赤色の）」の形は，国語の名詞「あけ（朱緋）」に格助詞「の」が接続

した形で，沖縄語でも少ない形であるので，ここでは論ずることを省略する。その他

「そこらしや」，「まうれしや」，「いけいけしや」は，名詞形で，又，終止形にも用

いられていると考えられる。（これに対して，「そこらし」，「まうれし」，「いけ

いけし」の終止形に終助詞「や」 （感動を表わす）の接続したものと考えられない

事もないようだが，前述の「くちまさしや幽もの」，「かばしやある」などから，「

そこらしや」・「まうれしや」，「いけいけしや」を名詞と考える方が適当であろ

うQ〕

 〔かなしきみはゑ」は，「のろ大神（巫女）」を言うのであるが，今日では美称の

接頭辞と考えられる。これは，国語の文語の形容詞「かなし」 （口語は「かなしい」，

「かわいい」「親愛すべき」の意味）と同系で，「かなし」は，その語幹か，次に接

続する関係から「かなしき」（連体形）の活用語尾を省略したものと考えられる。

  「よかる」は，国語の文語の形容詞「よし」の連体形「よかる」か，九州地方の「

よか（終止形にも・連体形にも用いられる。）」を基にして連体形の活用語尾「る」を
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付けたものか，いずれかと関係があると思う。

 なお，1554年に出来たと言われる「やらぎもりぐすくのひのもん」では，

  たしきや くき

  （固 い   釘 ）

  あさか かね

  （固 い  鉄 ）

  むかしから いくさ・かちよくの きちやることはなきやものやれども……．

        （外コウ）  （海賊）       （来たる）      （ない）

  わう塑なし
  王

 以上の「たしきや」，「なきや」，「あさか」は，連体形として用いられ， 「～

kya」，「～ka」の語尾を持っている。これらは，九州地方の「～ka」で終る語が終

止形・連体形として用いられる事と関係があると思われる。

 なお，1613年に出来たと言われる第二巻では，

  はしかりが おもろ，

  たまよ，そろいわちへ，

  もちつき，あすぼ（か）ぞ きよらや

  はしかりがせるむ（巻2の9）

  中ぐすく よしのうら，

  よしのうらの めづらしや

  けよから しばしばみらに（巻2の20）

  けおのゆかるひ（巻2の23）

 以上の用例の申の「きよら」は「きよらさ」の語幹で，「きよらや」は，この語幹

が終止形として用いられ，それに終助詞「や（感動を表わす）」が付いたものであ

る。「ゆかる」は，前述の「よかる」の「yo」→「yu」の結果，生じたものである。

 1620年春出来たと言われる第3巻「ようどれの ひのもん」では，

．ちよく きよらく げらゑめしょわちへ……．のように，「ちよく」「きよらく」の

 （強く     美しく     修理し給ひて……）

ような連用形が見える。
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国語と沖縄語との関係（主として動詞・形容詞について）

  1623年結集の第3巻以下の「おもろ」では，

   きこゑさすかさが，

  ひやしのっち うたむ
      （槌）

   きき かなしけさ（巻4の3D

‘  きこへさすかさが，

  つづみの あちなりかなし
   （鼓）

  ふうくに うちよせられ（巻4の40）

  第3とせなるぎやめ，

  まだまもり おもかしや（巻4の48）
        （珍らしさ）

  みちへおわれば きよらや
           （美しいよ）

  つちゑ おわれば みぼしや（巻5の40）
           （見たいよ）

  くめの せくせぎみ，

  いけいけしく はやせ（巻11の38）

  ゑがなんか たてば，

  よがなんか たてば，

  めづらしやどありよる，

  おもかしやど姦虹よる（巻9の33）

  くめのせくせぎみ，

  いけいけしく，はやせ（巻11の38）

  いぢへき， ．きよら てだよ（巻18の17），など。

        （美しい）  （太陽よ）

  〔引用の巻数と歌謡番号は，伊波普猷氏校訂「おもろさうし」による。〕

  又，1543年の「やらざもり城」の倭窟碑文には

  むかし かちよく・いくさのきやることは なきや ものやれど……．

                     （ない）

  又，「おもろさうし」巻14の62では，

  きこゑ くになおり・いりて みつこゑは みつ なきやん まみき，いぢやす

               （水 乞えば）       （ない）        （出す）

  まくに，とよむ くになおり。
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 「なきやん」は，「なきや」を語幹として終止形の活用語尾「n」を付けたもので

あろう。

 「語音翻繹」（16世紀初め）では， 清酒一yoka saki， 多野一〇pushi，

甑一shipakan asa，面紅一一一一chararo akesa，込；路一塑michi， LJ1）N路一璽michi

暖和一rukusa，（「中山伝信録」では，大一五晦然，小一枯窯が収録されており

                   （u fisha？） （kfisa？）

当時「～sha」か「～sa」で終る形が名詞として，又，終止形として用いられたと

考えられる。）    註 諺文で書かれているが，その形を知るために，現在の

             チョウセン語音によって書き改めた。

 「華夷鉄船（1580年頃か）では，

路近一密集奴  集加撒。

路遠一密i集奴   '［ヨ力口撒。

冷一当亜門   好今一約達撒蜜只。

熱一ア子撒   （yutashaが連用形に使われているが，これは「好看」の直訳か）

長一那ア芝

露一寸失意失， など。

以上の用例から考えると，国語の文語の形容詞の「～し」の形が終止形として用い

られ，又語尾に「…さ」を付けた名詞が終止形として用いられた事が考えられる。

 1719，1720年の冊封副使徐榛光著「中山伝信録」は，これより1世紀後の頃の琉球

語を写したと考えられるが，その中で

 長一享爽銘， 短一陰爽懲， 浅一阿熟之， 甜的一戦嬬懇， 辣的一喀：劇懲，

などのよう「～sa」の形の名詞が，終止形（時に「浅」の場合の「～shi」がある。）

 並びに連体形に用いられている。

 以上の諸資料の用例から考えて，沖縄語でも十六・十七世紀頃は，国語の文語の形

容詞の連用形・終止形・連体形と同系のものが用いられたが，形容詞の語幹に接尾辞

「～sa」あるいは「～sha」を付けた名詞形が終止形・連体形に用いられる事が有力

であった。また，国語の形容詞の「くj活・「しく」活の連用形・終止形・連体形も

残存し，これに1加えるに，九州との地理的関係・島津氏支配による政治関係もあっ

て，「～ka」の語（終止形・連体形）の影響もあって，形容詞の活用形が複雑で，性
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質・状態を表わす語の活用を統一する必要を感じたであろう。

 それは，「～sa」，「～sha」を語尾とする名詞に「an（ある）」を接続した連語

を拠り所にして，「～sa」あるいは「～sha」を語幹として，「an」の活用にならっ

て活用せしめるに至った。しかし，己然形・仮定形・命令形は，他の語法が発達した

ため，口語では発達していないように考えられる。

 この「an」型活用を用いるようになった時期は明確にし得ないが，「中山伝信録」

などの資料から考えて，19世紀の前半頃ではないかと思われる。

 なお，性質・状態を表わす語の活用は，沖縄語圏内の各：地に多少の相違がある。

一例を示せば，次のようである。

否定形

sidaku／

連用形

sidashaノ

否定形
sidasifu （wa） ， sid2sir

sidassari，

終止形    連体形

sidasharii sidashan，
 （下しい）

｛sidasituari'

       si'dasirsidasi'nu

sidasimuinu

sidassan， sidassar

仮定形

sidasha「' i奄美大島半島名瀬）

siadasikari（宮古）

sidassa （ri'）

 未然形
 否定形
 sidasharar sidashari， aidashanr sidasharu， sidasharr

 「～sa」は，連用形の語尾「く」を取る語の場合で，「～sha」は，連用形の語尾「

しく」を取る語の場合であるが，「～sha」は段々すたれて来る傾向がある。

 この研究に手を付けて4ヵ月になる。それも仕事の合間に限られ，それに資料も余

り利用し得ない状況にある。日・琉関係については，沖縄出身の沖縄研究家の伊波普

猷氏の「古琉球」など同氏の著書に負う所が多大である。琉球と薩摩藩との関係につ

いては，「鹿児島県郷土史」に負う。

 沖縄語については，伊波普猷氏「南島方言史致」，東条奥底「南島方言資料」，宮
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良当壮氏「八重山語彙」，伊波普猷氏監修「琉球語便覧 （AHand一 book of the

：Luchuan：Language for the Useof Tourists and Resi-dents，1916）」，伊波普

猷氏校訂「おもろさうし」，宮良当壮氏「八重山古謡」，沖縄出身の同学の友諸君の

援助，旧高校の恩師新屋敷幸繁先生の提供の資料その他に負う所が多大である。

 浅学にして妄言や誤謬も多い事と思う。先学の諸氏のa“教示を乞う次第である。
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